
一

、

二

〇

〇

一

年

度

総

括

 

 
 

 
 

 
 

（

二

〇

〇

一

年

六

月

～

二

〇

〇

二

年

五

月

）

 

 

（

一

）

昨

年

九

月

十

一

日

の

同

時

多

発

テ

ロ

発

生

以

来

、

世

界

の

 

様

相

は

一

変

し

た

。

テ

ロ

リ

ス

ト

は

許

し

難

い

が

、

こ

れ

に

何

百

 

倍

も

す

る

報

復

攻

撃

は

、

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

の

一

般

市

民

を

も

巻

 

き

込

ん

で

大

惨

事

を

も

た

ら

し

た

。

米

国

に

と

っ

て

都

合

の

悪

い

 

国

を

「

テ

ロ

」
「

な

ら

ず

者

」

と

呼

べ

ば

、

こ

れ

が

正

当

化

さ

れ

、

 

攻

撃

し

て

も

か

ま

わ

な

い

よ

う

な

雰

囲

気

が

世

界

中

を

支

配

し

始

 

め

た

。

小

泉

首

相

は

、

い

ち

早

く

「

テ

ロ

特

措

法

」

を

超

憲

法

的

 

な

立

場

か

ら

成

立

さ

せ

、

イ

ン

ド

洋

ま

で

海

上

自

衛

艦

を

派

遣

し

 

て

米

軍

の

戦

争

に

参

戦

し

て

い

る

。

そ

し

て

一

気

に

日

本

国

民

を

 

戦

争

に

総

動

員

す

る

体

制

の

中

に

組

み

込

む

べ

く

、

有

事

三

法

を

 

国

会

に

提

出

し

て

、

何

が

何

で

も

成

立

さ

せ

る

と

息

巻

い

て

い

る

。

 

 

日

本

は

、

間

違

い

な

く

危

機

を

迎

え

た

。

な

ぜ

危

機

な

の

か

？

 

そ

れ

は

危

機

を

迎

え

て

も

、

国

民

に

危

機

意

識

が

な

い

こ

と

で

あ

 

る

。

だ

か

ら

、

国

民

の

多

く

は

ノ

ン

キ

に

構

え

て

い

る

。

危

機

に

 

対

し

て

立

ち

上

が

れ

な

い

の

で

あ

る

。

 

 

（

二

）

こ

の

状

況

で

我

々

は

、

さ

さ

や

か

な

が

ら

月

一

回

の

平

和

 

行

進

（

二

〇

〇

二

年

六

月

で

、

四

二

四

回

）

を

続

け

な

が

ら

、

マ
 

イ

ク

と

チ

ラ

シ

配

布

と

ゼ

ッ

ケ

ン

に

よ

っ

て

危

機

を

訴

え

て

行

進
 

し

た

。

ま

た

憲

法

記

念

日

や

、

敗

戦

記

念

日

に

は

チ

ラ

シ

個

別

配

 

布

（

計

四

千

枚

）

と

マ

イ

ク

で

有

事

立

法

反

対

、

空

中

給

油

機

配

 

備

反

対

、

憲

法

改

悪

反

対

な

ど

を

訴

え

た

。

 

 

（

三

）

こ

の

よ

う

な

危

機

に

対

し

て

、

四

者

会

議

（

連

帯

労

組

会

 

議

、

静

岡

県

西

部

地

区

平

和

遺

族

会

、

社

民

党

・

浜

松

支

部

、

浜

 

松

市

憲

法

を

守

る

会

）

は

、

防

衛

庁

・

市

当

局

・

市

議

会

・

教

育

 

委

員

会

な

ど

と

直

接

交

渉

し

、

要

望

書

を

提

出

す

る

一

方

、

講

演

 

会

・

学

習

会

等

を

開

催

す

る

な

ど

し

て

啓

発

活

動

に

も

力

を

入

れ

、

 

力

を

出

し

合

っ

て

平

和

の

た

た

か

い

を

強

化

し

て

き

た

。

 

 

二

、

世

界

の

情

勢

 

 

（

一

）

米

国

は

、

世

界

で

一

番

戦

争

を

し

た

が

っ

て

い

る

国

で

あ

 

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

。
「

な

ら

ず

者

国

家

」

や

「

悪

の

枢

軸

」

 

発

言

な

ど

に

よ

っ

て

、

世

界

の

国

々

を

刺

激

し

、

今

に

も

イ

ラ

ク

 

攻

撃

へ

と

独

走

し

か

ね

な

い

状

況

で

あ

る

。

 

 

米

国

の

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

・

タ

イ

ム

ス

紙

は

、

そ

ん

な

ブ

ッ

シ

ュ

 

政

権

を

た

し

な

め

る

か

の

よ

う

に

「

核

保

有

の

ご

ろ

つ

き

（

悪

漢

）

 

国

家

」

と

い

う

社

説

ま

で

書

い

た

。

 

 

（

二

）

米

国

は

自

由

を

は

き

違

え

て

、

国

益

追

求

の

た

め

に

、

自

 

由

に

国

際

社

会

か

ら

は

み

出

し

、

暴

走

し

か

ね

な

い

。

 



 
弾

道

ミ

サ

イ

ル

（

Ａ

Ｂ

Ｍ

）

制

限

条

約

か

ら

の

脱

退

通

告

、

生

 
物

化

学

兵

器

禁

止

条

約

の

検

証

議

定

書

の

採

択

拒

否

、

包

括

的

核

 

実

験

禁

止

条

約

（

Ｃ

Ｔ

Ｂ

Ｔ

）

を

し

り

目

に

、

臨

界

核

実

験

の

強

 

行

、

国

連

の

核

廃

絶

決

議

案

に

反

対

票

を

投

じ

て

、

こ

の

決

議

案

 

を

提

出

し

た

日

本

の

立

場

に

水

を

か

け

た

。

 

 

ま

た

地

球

温

暖

化

防

止

の

た

め

の

京

都

議

定

書

か

ら

も

離

脱

、

 

そ

れ

で

も

日

本

政

府

も

国

民

も

本

気

で

怒

ら

ず

、

ご

機

嫌

を

と

り

 

続

け

て

い

る

。

さ

ら

に

、

国

際

刑

事

裁

判

所

へ

も

不

参

加

の

態

度

 

を

と

る

な

ど

、

米

国

は

自

国

の

国

益

の

み

を

考

え

て

、

世

界

全

体

 

の

平

和

や

、

正

義

の

秩

序

を

守

ろ

う

と

し

な

い

。

自

己

中

心

主

義

 

が

目

に

余

る

。

 

 

（

三

）

米

国

は

、

超

大

国

の

武

力

・

経

済

力

を

背

景

に

、

九

・

一

 

一

の

同

時

多

発

テ

ロ

を

利

用

し

て

、

ア

メ

リ

カ

に

協

力

し

な

い

国

 

は

テ

ロ

支

援

国

と

見

な

す

な

ど

と

脅

か

し

、

ま

る

で

世

界

の

支

配

 

者

の

よ

う

な

振

る

舞

い

が

至

る

所

に

現

れ

て

き

た

。

 

 

先

進

国

の

中

で

、

こ

の

米

国

に

苦

言

を

呈

し

、

同

調

を

拒

否

す

 

る

国

が

ほ

と

ん

ど

な

い

こ

と

が

世

界

の

危

機

を

高

め

る

要

素

の

一

 

つ

で

あ

る

。

 

 

（

四

）

米

国

の

軍

事

優

先

の

政

策

は

、

そ

の

背

後

に

膨

大

な

軍

事
 

産

業

複

合

体

が

存

在

し

、

戦

争

を

す

る

た

び

に

軍

需

産

業

だ

け

は
 

大

儲

け

を

し

て

い

る

と

こ

ろ

に

根

本

的

な

原

因

が

あ

る

。

一

般

庶

 

民

は

決

し

て

豊

か

に

な

ら

な

い

、

い

び

つ

な

社

会

構

造

で

あ

る

。

 

 

ま

た

、

米

国

の

武

器

輸

出

が

世

界

で

ダ

ン

ト

ツ

で

あ

る

理

由

も

 

こ

こ

に

あ

る

。

世

界

一

の

「

死

の

商

人

」

は

、

米

国

の

軍

需

産

業

 

で

あ

る

。

そ

の

よ

う

な

米

国

と

日

米

安

保

軍

事

同

盟

を

結

ん

で

い

 

る

我

が

国

の

将

来

は

、

実

に

暗

た

ん

た

る

も

の

が

あ

る

。

日

本

の

 

経

済

を

い

び

つ

な

も

の

に

す

る

軍

事

産

業

複

合

体

の

動

き

も

、

す

 

で

に

始

ま

っ

て

い

る

。

 

 

（

五

）

テ

ロ

対

策

は

、

軍

事

力

に

よ

っ

て

、

無

差

別

に

一

般

庶

民

 

と

テ

ロ

リ

ス

ト

を

た

た

く

こ

と

で

は

解

決

し

な

い

。

テ

ロ

が

起

き

 

な

い

よ

う

な

貧

困

・

飢

餓

・

人

権

無

視

・

教

育

低

水

準

等

々

の

国

 

際

的

矛

盾

を

解

決

せ

ず

し

て

、

テ

ロ

は

無

く

な

ら

ず

繰

り

返

さ

れ

 

る

。

こ

の

点

か

ら

も

米

国

の

態

度

は

間

違

っ

て

い

る

し

、

国

連

も

 

超

大

国

米

国

の

前

に

、

強

力

な

解

決

策

を

打

ち

出

せ

な

い

で

い

る

。

 

 

（

六

）

イ

ス

ラ

エ

ル

の

背

後

に

米

国

が

い

る

限

り

、

パ

レ

ス

チ

ナ

 

問

題

は

解

決

し

な

い

。

イ

ス

ラ

エ

ル

の

兵

器

は

、

米

国

産

の

先

端

 

兵

器

で

あ

り

、

そ

れ

を

買

い

入

れ

る

だ

け

の

経

済

力

が

あ

る

。

パ

 

レ

ス

チ

ナ

の

兵

器

は

旧

式

で

使

い

物

に

な

ら

ず

、

食

糧

不

足

が

深

 

刻

で

あ

る

。

自

爆

テ

ロ

は

こ

う

し

て

起

こ

る

。

 

  

い

ろ

い

ろ

悲

観

的

な

状

況

の

中

で

、

世

界

の

Ｎ

Ｇ

Ｏ

、

国

連

の

 



「

平

和

・

安

全

保

障

・

軍

縮

」

部

会

、

米

国

平

和

歴

史

学

会

な

ど

 
で

は

、

日

本

国

憲

法

第

九

条

が

見

直

さ

れ

、

世

界

平

和

を

作

り

出

 

す

お

手

本

と

す

べ

き

だ

、

と

す

る

提

案

が

出

始

め

て

い

る

。

 

  

三

、

国

内

情

勢

 

 

（

一

）

小

泉

首

相

は

、

憲

法

尊

重

義

務

を

果

た

さ

ず

、

最

高

法

規

 

を

自

ら

積

極

的

に

蹂

躙

す

る

フ

ァ

シ

ス

ト

で

あ

る

。

 

 

人

呼

ん

で

「

小

泉

ヒ

ッ

ト

ラ

ー

」

と

言

う

。

そ

の

正

体

を

見

破

 

れ

な

い

国

民

の

精

神

的

レ

ベ

ル

が

今

日

の

危

機

を

深

刻

化

さ

せ

た

。

 

 

（

二

）

日

本

は

既

に

法

治

国

家

で

は

な

く

な

っ

た

。

小

泉

首

相

を

 

先

頭

に

、

政

・

財

・

官

の

法

破

り

は

目

に

余

る

。

憲

法

に

違

反

す

 

る

法

律

が

山

の

よ

う

に

存

在

し

て

「

違

憲

国

家

」

と

呼

ぶ

の

が

相

 

応

し

い

状

態

と

な

っ

た

。

 

 

「

陸

海

空

軍

そ

の

他

の

戦

力

は

こ

れ

を

保

持

し

な

い

」

と

あ

る

 

の

に

、

自

衛

隊

が

存

在

し

強

化

さ

れ

、

軍

事

同

盟

で

あ

る

日

米

安

 

保

も

い

っ

そ

う

強

化

さ

れ

て

、

遂

に

有

事

三

法

案

の

国

会

提

出

と

 

な

っ

た

。

憲

法

二

〇

条

の

政

教

分

離

の

下

で

、

靖

国

神

社

を

参

拝

 

す

る

首

相

。

 

 

「

民

が

代

」

で

あ

る

べ

き

民

主

国

家

日

本

の

国

歌

が

「

君

が

代

」
 

と

な

り

、

侵

略

の

血

に

染

ま

っ

た

「

日

の

丸

」

を

国

旗

と

す

る

倒

 

錯

。

侵

略

の

反

省

な

き

日

本

は

、

今

後

な

に

を

し

で

か

す

か

分

か

 

ら

な

い

。

通

信

の

秘

密

を

犯

す

盗

聴

法

、

マ

ス

コ

ミ

対

策

法

案

等

 

々

、

す

べ

て

違

憲

で

あ

る

。

 

 

（

三

）

こ

こ

ま

で

来

て

も

、

ま

だ

危

機

意

識

が

国

民

に

は

な

い

。

 

国

民

に

主

権

者

の

自

覚

が

欠

如

し

て

い

る

と

こ

ろ

に

そ

の

原

因

が

 

あ

る

。

 

 

鍋

の

底

に

蛙

を

入

れ

て

、

徐

々

に

暖

め

る

と

、

温

度

の

上

昇

に

 

気

が

付

か

ず

、

沸

騰

し

た

湯

の

中

で

死

ぬ

。

日

本

国

民

も

、

危

機

 

が

少

し

ず

つ

迫

っ

て

く

る

の

で

気

が

付

か

ず

、

い

つ

の

間

に

か

戦

 

時

体

制

の

中

に

組

み

込

ま

れ

て

身

動

き

で

き

な

く

な

る

。

そ

の

よ

 

う

な

状

況

が

、

今

そ

こ

に

迫

っ

て

い

る

。

 

 

（

四

）

し

か

し

、

憲

法

第

九

条

を

守

る

市

民

運

動

が

各

地

に

あ

り

、

 

あ

ら

ゆ

る

平

和

的

手

段

を

用

い

て

有

事

立

法

阻

止

、

憲

法

改

悪

反

 

対

の

運

動

が

盛

り

上

が

り

つ

つ

あ

る

。

 

 

四

、

具

体

的

な

活

動

方

針

 

 

（

一

）
「

憲

法

」

は

、

権

力

を

抑

制

し

、

個

人

の

人

権

・

自

由

・

 

 
 

権

利

を

守

る

ト

リ

デ

で

あ

る

こ

と

を

啓

発

し

、

宣

伝

し

て

、

 

 
 

市

民

に

自

覚

を

促

す

。

 



 
（

二

）

自

民

首

脳

の

「

日

本

は

、

天

皇

中

心

の

神

の

国

」

発

言

に

 

 
 

対

し

「

日

本

は

国

民

中

心

の

民

の

国

」

で

あ

る

こ

と

を

、

よ

 

 
 

り

鮮

明

に

し

、

国

民

主

権

を

堅

持

す

る

運

動

を

強

化

す

る

。

 

 

（

三

）

Ｎ

Ｇ

Ｏ

主

催

の

ハ

ー

グ

平

和

会

議

、

国

連

の

「

平

和

安

全

 

 
 

保

障

軍

縮

」

部

会

、

さ

ら

に

米

平

和

歴

史

学

会

な

ど

が

続

々

 

 
 

と

、

日

本

国

憲

法

第

九

条

を

手

本

に

す

る

こ

と

を

国

連

に

提

 

 
 

案

し

た

。

こ

の

機

会

を

逃

さ

ず

、

国

際

的

に

運

動

を

広

げ

る

 

 
 

手

だ

て

を

探

り

、

更

に

、

こ

の

第

九

条

を

世

界

に

広

め

る

努

 

 
 

力

を

始

め

る

。

 

 

（

四

）

国

際

的

に

も

、

国

内

的

に

も

、

行

き

詰

ま

る

中

で

、

同

時

 

 
 

多

発

テ

ロ

が

起

き

た

が

、

こ

れ

を

解

放

す

る

道

は

た

だ

一

つ

、

 

 
 

こ

れ

ま

で

の

力

の

政

策

を

百

八

十

度

転

換

し

て

、

憲

法

第

九

 

 
 

条

の

非

武

装

・

戦

争

放

棄

し

か

、

道

が

残

さ

れ

て

い

な

い

こ

 

 
 

と

を

、

政

府

や

国

民

に

訴

え

続

け

て

い

く

。

ま

た

、

こ

れ

を

 

 
 

実

行

で

き

る

真

の

護

憲

勢

力

の

結

集

に

も

努

力

す

る

。

こ

の

 

 
 

た

め

市

民

、

特

に

若

者

た

ち

の

心

に

、

平

和

の

灯

火

を

点

じ

、

 

 
 

我

々

の

運

動

へ

の

参

加

を

呼

び

掛

け

て

い

く

。

そ

の

た

め

の

 

 
 

母

胎

と

し

て

四

者

会

議

を

大

切

に

育

て

て

い

く

。

 

 

（

五

）

国

家

の

主

権

者

は

、

我

々

国

民

自

身

で

あ

る

こ

と

を

自

覚

 

 
 

し

、

政

府

の

宣

伝

に

騙

さ

れ

な

い

よ

う

市

民

に

訴

え

る

。

 

 
 

（

六

）

有

事

三

法

、

マ

ス

コ

ミ

対

策

法

な

ど

を

廃

案

に

し

、

憲

法

 

 
 

改

悪

阻

止

の

た

め

全

力

を

尽

く

す

。

 

 

（

七

）

主

権

・

人

権

・

平

和

の

憲

法

感

覚

を

鋭

敏

に

し

、

憲

法

の

 

 
 

精

神

を

実

現

す

る

た

め

の

学

習

活

動

を

強

化

し

、

当

面

す

る

 

 
 

課

題

に

取

り

組

む

。

 

 
 

 
 

 
 

①

運

動

の

柱

と

し

て

、

今

後

も

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

を

 

 
 

 
 

ね

ば

り

強

く

継

続

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

②

運

動

を

展

開

す

る

準

備

や

計

画

を

練

る

た

め

、

役

員

会

 

 
 

 
 

を

毎

月

一

回

開

催

す

る

。

ま

た

、

そ

の

際

、

可

能

な

限

 

 
 

 
 

り

「

ミ

ニ

学

習

」

を

行

う

。

 

 
 

 
 

 
 

③

会

員

増

加

は

、

急

務

で

あ

り

、

更

に

努

力

す

る

。

 

 
 

 

④

憲

法

を

学

ぼ

う

と

す

る

人

々

や

、

団

体

の

要

請

に

応

じ

 

 
 

 
 

て

講

師

を

派

遣

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑤

必

要

に

応

じ

て

、

具

体

的

に

行

動

し

、

講

演

会

や

そ

の

 

 
 

 
 

他

の

催

し

を

企

画

し

、

実

行

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑥

当

面

、

防

衛

費

の

大

幅

削

減

（

目

標

は

全

廃

）

と

、

海

 

 
 

 
 

外

派

兵

阻

止

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

の

撤

去

、

空

中

給

油

機

の

 

 
 

 
 

配

備

阻

止

の

た

め

に

全

力

を

傾

け

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑦

我

が

国

に

、

ま

ず

憲

法

第

九

条

を

実

現

し

、

同

時

に

第

 



 
 

 
 

九

条

を

世

界

に

輸

出

す

る

こ

と

に

努

力

し

、

世

界

の

軍

 

 
 

 
 

備

全

廃

を

目

指

す

。

 

 
 

 
⑧

政

府

や

国

民

に

、

過

ぐ

る

侵

略

戦

争

へ

の

反

省

・

謝

罪

 

 
 

 
 

・

補

償

の

重

要

性

を

訴

え

る

と

共

に

、

反

戦

平

和

の

た

 

 
 

 
 

め

に

立

ち

上

が

る

よ

う

に

訴

え

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑨

国

連

Ｎ

Ｇ

Ｏ

（

非

政

府

組

織

）

と

連

帯

す

る

。

 

 
 

 

⑩

二

・

一

一

集

会

（

信

教

の

自

由

を

守

る

集

会

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

・

 

三

 
集

会

（

憲

法

記

念

日

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

六

・

一

八

集

会

（

浜

松

大

空

襲

）

 

 
 

 
 

八

・

一

五

集

会

（

敗

戦

記

念

日

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊

こ

れ

ら

は

、

場

合

に

よ

っ

て

は

、

他

の

市

民

団

体

と

 

 
 

 
 

 

協

力

し

、

集

会

や

宣

伝

活

動

を

行

う

。

 

 
 

 
 

 
 

⑪

平

和

遺

族

会

、

護

憲

勢

力

、

平

和

問

題

研

究

所

、

そ

の

 

 
 

 
 

他

、

生

命

と

暮

ら

し

を

守

る

市

民

団

体

・

民

主

団

体

と

 

 
 

 
 

連

帯

し

、

力

量

に

応

じ

て

協

力

し

合

う

。

 

 
 

 
 

 
 

⑫

浜

松

基

地

を

め

ぐ

る

諸

問

題

（

騒

音

対

策

、

航

空

祭

、

 

 
 

 
 

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

、

航

空

博

物

館

の

監

視

な

ど

）

に

 

 
 

 
 

対

応

し

、

最

終

的

に

は

基

地

を

撤

去

し

て

、

平

和

 

 
 

都

市

・

浜

松

の

実

現

に

努

力

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑬

「

新

靖

国

法

案

」

を

阻

止

す

る

と

共

に

、

静

霊

奉

賛

会

 

 
 

 
 

と

護

国

神

社

と

の

ゆ

着

を

め

ぐ

る

憲

法

違

反

に

メ

ス

を
 

 
 

 
 

入

れ

、

政

教

分

離

・

信

教

の

自

由

の

原

則

に

戻

す

た

め

、
 

 
 

 
 

平

和

遺

族

会

と

共

に

努

力

す

る

。

 

 
 

 

⑭

主

権

者

と

し

て

、

政

府

や

自

治

体

に

対

し

、

問

題

発

生

 

 
 

 
 

の

度

毎

に

抗

議

文

・

要

請

文

等

を

送

付

し

、

場

合

に

よ

 

 
 

 
 

っ

て

は

、

直

接

交

渉

な

ど

を

行

う

。

 


